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  確かな学力の定着   

 

１．学習規律の徹底と基礎学力の定着を図る。 

２．協働学習を通して「わかる・できる・楽しい授

業」を実践する。 

３．「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った                    

授業改善を推進する。 

４．ICTを活用して「子どもの力を最大限に引き出す 

学び」を実現する。 

○心豊かで、他人を思いやることができる生徒 
○自ら考え、自ら判断し、主体的に行動する生徒 
○仲間と心を通わせ、夢に向かって努力する生徒 

○生徒を「大切にする」教師 

○生徒を「教えきる」教師 

○生徒に「かかわりきる」教師 

○生徒を「育てきる」教師 

 

○自由と規律の調和のとれた学校   桜のように 梅のように 

○生徒、保護者、地域、卒業生、教職員が自信と誇りのもてる魅力ある学校 

教職員が互いに協働し、それぞれの専門知識・指導技

術を磨き合い、継承していく組織づくり 

１．生徒のよさを認め、伸ばし、生徒を第一に考える。 

２．「５Ｓ」 

Smile 笑顔、Speed 迅速、Slim 精選・業務改

善、Service 貢献・奉仕、Safety 安全･安心、 

３．甘やかしでなく「鍛え、認める」、おだて 

るのでなく「褒めて、育てる」 

自信・やる気・確かな自我を育てる 

 
１．基本的な生活習慣の定着を図る。 

さわやかなあいさつ・言葉遣い・行動をする、
時間を守る、きちんと掃除をする、返事をする、
約束を守る等 

２．「所属感･充実感のもてる、居心地がよい学級づくり」
を推進する。 

３．小さな成功体験を積み重ねて自己肯定感を高める。 
４． 感謝され、認められることを通して自己有用感を 

確かにする。 

保護者・地域の思いや願いを汲みながら、学校教育 

への支援依頼 

１．積極的でタイムリーな情報発信（学校だより「た

まゆら」・ホームページの充実、すぐーる配信） 

２．学校公開日の充実（授業参観、行事参観、  

部活動参観、懇談会等） 

３．地域行事への参加と共働 

４．学校運営協議会・地域からの支援 

５．学校評価の活用 

 

○保護者との緊密な連絡・協力の推進 

○育友会との連携の充実 

○地域との活発な情報交換 

〇コミュニティ・スクールの推進 

目指す保護者・地域との絆 

関係機関、ＳＣ、ＳＳＷ、医療機関等との連携（チーム学校） 

◎学年目標 １年 絆 ２年 友 ３年 新 

教育理念

校訓

◎教育目標  〇 人権教育を推進しよう       〇 豊かな感性と健やかな体を育てよう 

       〇 自ら学ぶ意欲と継続する力を育もう 〇 学力の定着と充実を図ろう 

◎生徒の努力目標 スローガン  〇 たくましく 〇 まっすぐ進もう 〇 つよい絆で 


